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１．申告官署の自由化等の概要

１．非蔵置官署への申告
以下の申告について、非蔵置官署への申告（蔵置場を管轄する税関官署以外の税関官署への申告）を認める。
・ＡＥＯ輸出者に係る輸出申告
・ＡＥＯ輸入者に係る輸入申告
・ＡＥＯ通関業者が取り扱う輸出入申告

【備考】
① 特例申告及び特例委託特例申告については、引取申告官署で行う。（現行どおり）
② 輸入許可前引取承認申請後の輸入申告については、輸入許可前引取承認申請を行った官署にて行う。（現行どおり）
③ 修正申告および更正請求については、当初の輸入申告官署にて行う。（システムでは当初申告官署との一致チェックを行う。）

２．営業区域の廃止に伴う申告への影響
通関業の営業区域制限の廃止に伴い、営業区域外への税関官署への申告を可能とする。

ＡＥＯ通関業者 一般通関業者

ＡＥＯ輸入者 対象 対象

一般輸入者 対象 対象外

ＡＥＯ通関業者 一般通関業者

ＡＥＯ輸出者 対象 対象

一般輸出者 対象 対象外

利用者 蔵置官署 申告官署 結 果

１ＭＸＸＸ １Ｍ １Ｍ 正常終了（完全一致）

１ＭＸＸＸ ４Ｍ ４Ｍ 現行：エラー終了 → 次期：正常終了（営業区域外、蔵置官署と申告官署一致）

１ＭＸＸＸ ２Ａ ４Ａ エラー終了（税関跨り／非ＡＥＯ）
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項番 入出力 項目名 概 要

１
入力

出力
検査立会者

• 非蔵置官署に申告の結果、検査扱いとなった際、検査の立ち会いを他の業者に委託する場合に当該検査
の立会者のＮＡＣＣＳ利用者コード（５桁）を入力する。なお、検査立会者は、通関業者に限るもので
はない（非蔵置官署への申告の場合のみ入力可能）。

• 「検査立会者」欄は、任意項目とする。また、当該欄への入力は当初申告時のみ可能とし、「輸入申告
変更事項登録（ＩＤＡ０１）」業務では入力不可とする（予備申告を利用する場合も、当初予備申告時
のみ入力可能となる。）。

• 申告後に検査立会者を指定する場合、又は、当初申告時に指定した者を変更する場合は、新規業務「検
査立会者登録（ＡＴＩ）」業務を利用する。

• 申告者が検査に立会う場合、入力は不要とする。

• 検査指定票は、申告者だけでなく、当該検査立会者にも配信される。

２ 出力 蔵置税関 • 貨物の蔵置先を管轄する官署名が出力される。

３ 出力 蔵置税関部門 • 貨物の蔵置先を管轄する官署の通関担当部門が出力される。

２．申告官署の自由化等に係るシステム対応について

１．輸出入申告項目等の追加（第18回ＷＧにて提案済み）

２．「検査立会者登録（ＡＴＩ）」業務の新設
当初申告時に検査立会者の登録を行わず、申告後、検査扱いが明らかとなった時点で検査立会者を登録するため、「検査立会者登

録（ＡＴＩ）」業務を新設する。なお、当初申告時に登録した検査立会者の変更を行う場合も、本業務を利用する。

＜業務概要＞
① 輸出入申告者が、申告番号と委託する検査立会者の利用者コード（５桁）を入力して、当該申告に係る検査立会者の登録を行う。
② 本業務又は当初申告時で登録した検査立会者の情報の訂正・削除を可能とする。
③ 検査指定が既に行われている場合は、本業務の入力を契機として、登録する検査立会者にも検査指定票を出力する。

３．照会業務の一部仕様変更
検査立会者として登録された時点以降、検査立会者については、以下の照会業務の利用を可能とする。
①「輸入申告等照会（ＩＩＤ）」業務
②「輸出申告等照会（ＩＥＸ）」業務
③「別送品輸出申告照会（ＩＥＵ）」業務
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申告者
2ＡＮＡＣ

申告官署
2Ａ

蔵置官署
１Ａ

検査立会者
１ＡＴＡＣ

蔵置場
１ＡＷＷＷ

③ 申告者 → 蔵置官署
検査立会者（１ＡＴＡＣ）に連絡を取り、

検査実施の調整を行うよう依頼する。

⑥ 蔵置官署 → 申告者、検査立会者及び蔵置場
検査指定を実施（区分「Ｋ」「Ｒ」等通知）する。
（※）貨物確認の場合は、通関部門が検査指定を実施

蔵置官署 管轄地域申告官署 管轄地域

通関部門 検査部門

④ 検査立会者 → 蔵置官署
連絡を取り、検査日時等の調整を行う。

⑤ 検査立会者 → 蔵置場
連絡を取り、検査日時等の調整を行う。

⑦ 検査立会者
検査指定により検査立会者にも検査指定票

が配信される。

② 申告官署 → 申告者
検査を実施することが決定したことから、検査実施の意向を伝

え、検査立会者（１ＡＴＡＣ）と連絡を取るよう指示する。

貨物確認の場合

（※）ＮＡＣＣＳにより実施

電話・メール等に
より実施

検査指定票

凡例

① 申告者 → 申告官署
保税蔵置場（１ＡＷＷＷ）に蔵置さ

れている貨物を横浜税関本関（２Ａ）
に対して輸出（入）申告を行う。

この際、検査立会者（１ＡＴＡＣ）
が決まっている場合は、ＩＤＡにおい
て「検査立会者」欄に入力を行う。

一方、検査立会者が決まっておらず、
検査扱いを確認してから検査立会者を
決定し、登録する場合は、新規業務：
ＡＴＩを利用して登録する。

３．検査指定までのフロー及び検査指定票の配信について①

検査立会者を利用する場合
(海上貨物の例)
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４．検査指定までのフロー及び検査指定票の配信について②

申告者
２ＡＮＡＣ

申告官署
２Ａ

蔵置官署
１Ａ

検査立会者
１ＡＴＡＣ

蔵置場
１ＡＷＷＷ

① 申告者 → 申告官署
保税蔵置場（１ＡＷＷＷ）に蔵置さ

れている貨物を横浜税関本関（２Ａ）
に対して輸出（入）申告を行う。

蔵置官署 管轄地域申告官署 管轄地域

通関部門 検査部門

③ 申告者 → 蔵置官署
連絡を取り、検査日時等の調整を行う。

④ 申告者 → 蔵置場
連絡を取り、検査日時等の調整を行う。

② 申告官署 → 申告者
検査を実施することが決定したことから、検査実施の意

向を伝え、蔵置官署（１Ａ）と連絡を取るよう指示する。

⑤ 蔵置官署 → 申告者及び蔵置場
検査指定を実施（区分「Ｋ」「Ｒ」等通知）する。
（※）貨物確認の場合は、通関部門が検査指定を実施

貨物確認の場合

ＮＡＣＣＳにより実施

電話・メール等に
より実施

検査指定票

凡例

（※）

検査立会者を利用しない場合
(海上貨物の例)
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